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“見えなかった世界を「見る」
―最先端の構造解析技術が拓く新物質創製―”

ダイヤモンドと鉛筆の芯が同じ炭素からできているように、物質の機能はその原子の「並び方（構
造）」によって決定されます。この原理は、環境・エネルギー問題の解決に貢献する機能性材料開発
の最前線においても揺るぎない指針となります。本セミナーでは、まずこの「構造と機能」の基本的
な関係性を紐解き、SPring-8の「放射光X線」という世界最高峰のX線が、どのようにして分子の集合
体を原子レベルで「見る」ことを可能にしてきたかをご紹介します。しかし、いくら強力なX線をもっ
てしても、数100ナノメートル以下の「超微小なナノ結晶」の構造決定は困難な「X線の壁」として立
ちはだかっていました。そこで登場するのが、透過型電子顕微鏡を用いた最新技術「MicroED」です。
電子線がX線の1万倍も物質と強く相互作用するという特性を活かし、X線では見えなかったナノ結晶
の構造を原子レベルで映し出す画期的な手法です。セミナー後半では、新しい物質を「作る技術（合
成）」と、放射光X線やMicroEDといった最先端の「見る技術（構造解析）」を両輪とする研究戦略を
ご紹介します。そして、この新しい眼であるMicroEDを駆使して、長年謎に包まれていた分子集合体
の構造を解明した具体的な研究事例を交えながら、「作る」と「見る」の融合が、いかに新物質創製
のフロンティアを切り拓くかを解説します。
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結晶サイズに応じた、最適な「見る」方法 (i.e. 構造解析手法)
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MicroEDが解き明かした、発光機能を持つ新物質
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